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中学校

小学校

中学校

＜いじめの対応＞
・小学校の時から相手を大切にする、思いやりをも
つという教育をしてほしい。

　 悩みごとアンケートや日頃の児童生徒の様子から変化を見逃さず、職員間で
情報共有をしながらサポート体制を継続していきたい。また、様々な状況に対
し、別室を用いるなど、丁寧な対応をそれぞれで行っていきたい。

小１・２　地域探検、地域を知る（生活科）
小３　長田のじまんをみつけよう
小４　長田南をやさしい街に
小５　未来につなげよう！私たちの地球環境
小６　夢に向かって

中１　地域の安全を考える
中２　地域のよさをいかした働き方を考える
中３　地域と将来を考える
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【視点４】
　地域との連携

学校環境
教師の業務改善
　（働き方改革）
～より質の高い教育を提供するために～

しろやま学（しずおか学＝しずまえ・防災）

【視点１】
　学校の教育目標を
　グループ校で共有する

【視点３】
　教職員の協働、児童
　生徒の交流

思考・判断・表現する力の育成
　静岡市共通指標分野（学力の向上）

基本的な生活習慣の定着
　静岡市共通指標分野（人間力の向上）

【視点２】
　９年間の連続性、系統性
　を強化した教育課程を
　編成・実施する

小･中学校の積極的な交流

学校教育目標（小中共有）
「心豊かな　活力ある子・生徒」
小中一貫教育推進目標
「長田南地区に誇りをもち、愛する子」を育成する
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大項目 中項目 各校の評価指標

　総合評価では、男女ともに市の平均を僅かではあるが下回っている。例年の課題であった「持久走」については、体育の授業開始後のランニングや持久走の授業における仲間の励まし合いなどが体力テストの
好成績に繋がっていると考えられる。しかし、昨年度も平均を下回っていた「握力」「長座体前屈」は、今年度も市の平均を大幅に下回っている。男子は「握力」女子は「長座体前屈」に特に課題が見られる。「握力」
については、普段の生活の中で握力を必要とする場面が少ないことや握力が必要な競技が少ないことが要因と考えられる。また、「長座体前屈」は普段スポーツに携わっている生徒数の減少やストレッチ等準備
体操の不足が考えられる。部活動が自由加入制になり、体育の授業以外で進んで運動していない生徒も増えてきているのも全体的な体力低下に繋がっていると推測される。

体力の状況
（新体力テスト、全国体
力・運動能力、運動習慣
調査）

小学校

　令和５年度６年生が令和４年度（５年生時）に行った体力調査の結果から、２０mシャトルラン、５０m走の記録が全国や静岡市平均より上回っていて、走力において優れていることがうかがえる。課題とされるのは
握力と立ち幅跳びで、立ち幅跳びについては全国や静岡市平均に比べて４ポイント低いという結果から、跳躍力を伸ばすことが求められる。男子では長座体前屈の数値も全国値に比べ５ポイント近く低く、柔軟性
を高めていくことも課題である。体育の授業で準備運動や体つくりの運動を意識し、曲げる・伸ばすといった柔軟性を高めけがの減少にもつなげていきたい。

生徒指導の状況
（学校いじめ防止基本方針）

　年３回の悩みごとに関するアンケートを丁寧に行い、どんな悩みに対しても学年で把握し、主任会・相談部会で共有し、全職員で対応している。必要に応じてケース会議を開き、外部機関と連携しながら情報共有
と指導の助言を受け、迅速に対応することができた。また、いじめ対応においても、いじめ対策委員会をもち、被害生徒が安心して学校生活がおくれるように対応していく体制ができている。長田南小学校では教室
以外を居場所として支援しているケースがある。城山中学校では、昨年度から長期欠席生徒数や悩みごとに関するアンケートにおいて悩みをかかえている生徒数が共に減少した。

学力の状況
（全国学力・学習状況
　調査）

小中学校別
　　重点目標の達成

長田南小学校の重点目標
「めあてに向かってかかわり合い進んでやり抜く子」の達成

城山中学校の重点目標
「自分から関わろう」の達成

　長田南小職員･･･52.6％　「めあてに向かってかかわり合い　進んでやりぬく子」　めあてをもつことや努力の過程を認め励ますこ
と、振り返ることは日々の教育活動で心がけていることであるが、長い目標の中にステップがいくつもあることで、児童への浸透や
見届けが十分満足できるものではなかった。城山中職員・・・88.9％　「自分から関わろう」教科学習、学級活動、委員会活動、部活
動など教育課程全般において「関わり合い」を合い言葉にして活動している。後期の生徒会活動では、生徒同士が積極的に関わり
生徒会活動を盛り上げようとしていることから教職員の意識が生徒にも伝わっていると考えられる。

学校評価書令和５年度
　学校名：　静岡市立【城山中・長田南小】学校

(独自)長田南地区に誇りをもち、地域を大切にしようと思っている児童生徒の割合

A
　今後も学校教育活動や地域の行事等で地域との関わりを増やし、子
供たちが地域の良さを学び、地域を大切にする心を育む指導を行って
いきたい。

グループ校の評価指標

　長田南小６年生、城山中3年生にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた児童生徒
の割合が、小学校63.0％、中学校90.1％であった。また、全国学力状況調査で全国平均よりは、約９ポイ
ント上回っている。地域の行事が復活し、「しずまえなぎさ市」や「広野文化展」への作品出品、地域のお
年寄り向け携帯電話講座など、行事に参加する姿が増えている。児童生徒が地域行事に積極的に参加
している様子は、小中一貫教育の目指す姿へ着実に前進していると感じる。

 　長田南小６年生、城山中3年生にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた児童生
徒の割合が、小学校88.1％、中学校90.3％であった。昨年度同様、小中共に多くの児童生徒が地域を大
切に思っていることがうかがわれる結果であった。

(指標23)小中の教職員で連携を図って指導や研修をすることができた教職員の割合

(指標17)進んであいさつや清掃に取り組めた児童生徒の割合

(指標10)理解したことや考えたことを表現し、関わり合うことで自分の学びを深めた児童生徒の割合

 　長田南小６年生、城山中3年生にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた児童生
徒の割合が、長田南小児童88.0％　教職員79.0％、城山中生徒88％、教職員88.9％であった。中学校の
生徒は校内のあいさつはできている。ただし、清掃は道具の扱い方や清掃の取り組み方に課題があると
感じている教員が多い。

〈国語〉○中心となる語や文を見つけて要約することや、文章の種類と特徴について理解することがなど、考えながら読む力の高さが見られた。目的に応じて文章と図表などを結び付けなどして、必要な情報を見
つける力が身に付いている。●根拠をもとに自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫したり、漢字を文の中で正しく使ったりすることに苦手さが見られた。
〈算数〉○四則の計算や分配法則を用いた計算など、基本的な計算の力は全国平均より５ポイント以上上回り、授業や家庭学習での反復が実を結んでいる。●言葉や数を使って記述する力や知識を応用的な問
題につなげて活用することが苦手である傾向が見られた。

＜国語＞○文章を読んで要旨を把握する力がある。また、文章を読んで理解したことを知識や経験と結びつけ、自分の考えを広げたり深めたりする力がある。●「意見と根拠」「原因と結果」など、情報との関係に
ついて理解する力が不足している。
＜数学＞○「図形」「関数」の領域で問題場面を的確に捉え、解決の方針に基づいて正確に処理する数学的な技能が身に付いている。●「データの活用」の領域で、基礎的な知識、技能が不足している。
＜英語＞○「読むこと」「話すこと」「書くこと」の領域で、問題内容を正確に捉えたり、自分の考えを書いたりする力がある。●「聞くこと」の領域で、情報を正確に聞き取ったり、説明の要点を捉えたりする力が不足
している。

(独自) 児童生徒に対して、折に触れて重点目標を意識させて指導を行っている教職員の割合

B

グループ校の軸となる取組・活動 グループ校の評価指標

   城山中職員にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた教員の割合が、77.8％で
あった。中学校ではICT機器の活用が進み、スクールサポートスタッフの活用で教員の事務作業が減少
した。しかし、昨年度は81％だったので、更なる働き方改革を進めたい。小学校では職員の勤務時間が
昨年度比で58.9％であった。打合せの回数を毎週から隔週に減らしたり、印刷物を減らしたりするなど地
道に取り組んでいる。

地域と連携した教育活動 A

B

A

(独自) 小中の交流活動で互いの良さを知ることができた児童生徒の割合

B

　 長田南小６年生、城山中3年生にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた児童生徒の割
合が、長田南小児童85.7％　職員79.0％、城山中生徒91.5％、職員88.9％であった。、発達段階に応じて「考え
をもつ」「友達と比べる」「思考を整理する」「深める」「表現する」などの場面で、ICTの活用や友だちとの話し合
いを通して自分の考えを深めることができた。一方で、自分の考えをもつための情報収集能力や整理する力
を身につけていく必要がある。

教職員の協働

  子供が重点目標を意識し、目指す姿を教師と共有したい。そのため
に、重点目標を端的に表し、また1年間のステージを整理して子供と教
師のPDCAが機能する学校を目指す。また、教育課程の工夫や改善を
行い、、重点目標を達成できるカリキュラムを積極的に組んでいきた
い。

・地域にスポーツクラブが少ない。地域でスポーツ
のイベントを行うので、積極的に参加してほしい。

・（ICT機器を使った発表活動）→今までと違う表現
の仕方が子どもたちに合っている。子供たちは使い
方をよく知っている。ICTが入って子供たちの表現力
を高めていると思う。

  小学校：読み・書き・計算の基礎基本を確実に定着できるよう、家庭学習で課題にし
たり定期的なチャレンジテストを実施したりする。すべての教科・生活にもつながる読
解力を養うため、読書の機会を設ける。ICTで入力したり整理したりする場面と自分で
書いたり直接対話したりする場面を使い分けられるようにする。
　中学校：与えられた情報をもとに因果関係を追求したりや更に正確な情報を取得し
たりする力が不足している。友だちと対話する中で、意見を比較したりまとめたりする
など情報を元に深く考える習慣を身につけたい。また、基礎学力の定着も必要である
ので、繰り返しの練習を授業の中で組み込んでいく。

　 小学校：休み時間の外遊びなどで運動する習慣を今一度見直し、元気な体づ
くりを奨励したい。体育の授業では準備運動、体つくり運動を意識し、柔軟性の
高まる体づくりを行っていく。
　 中学校：体育の授業において、運動前の準備体操やストレッチ運動の中で握
力を鍛える運動や柔軟性を伸ばすストレッチの方法を工夫していきたい。また、
日頃運動することが習慣になっていない生徒もいるので、様々なスポーツに取り
組む。

・子供たちが地域の人と自主的に関わることの大切
さを学校から子どもたちに伝えてほしい。
・周りを見て動ける子の育成を進めてほしい。

　　ICTの活用、スクールサポートスタッフや学校応援団との連携を通
し、業務改善を進めていく。

(独自) 業務改善（働き方改革）を意識して勤務している教職員の割合

　長田南小６年生、城山中3年生にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた児童生徒の割合が、
長田南小児童89.1％　職員57.9％　城山中生徒98.5％　職員100％であった。小学6年生が中学校生活に期待をも
ち、見通すために部活動体験や合唱交流は大変有効であった。長年続いている梅活動を通しての小学校3年生と
中学校2年生の交流も無事に行われた。しかし既存の活動は該当学年の交流であり、児童や職員にとって「小学校
と中学校が交流している」という意識は弱い。

B

　 今後も地域のことを深く考える児童生徒を育てるために、「しろやま
学」を軸にテーマを設定し、探究活動を継続していきたい。探究的な学
習を通して、育成する資質・能力について縦のつながりを大切にしなが
ら共通理解していきたい。

①学校教育目標
　授業に取り組む表情や姿勢、校内の環
境から、本学区の児童生徒が素直で真剣
に取り組んでいる様子が伝わってきた。素
直に順応していることはよさでもある一
方、もっと活発に自分の思いを表現できる
自己主張の強さを今後期待している。
　長田南・城山地区は自然や産業に恵ま
れた学区であり、教科学習や総合的な学
習の時間に活用できる材が豊富である。
かつて学校の教育活動の中で地域に出
かける機会が多くあったが今は限られて
いる。地域の行事を周知し、積極的に参
加することで地域のよさを知ってもらいた
い。

②学びを深める手立てとなったICT
　児童生徒はICTに適応し、端末を操作し
て授業でプレゼンテーションをしたり、委員
会活動の掲示物を作成したりできる。これ
は現代の子供たちの表現方法に合ってい
ると感じられた。対面でのコミュニケーショ
ンの楽しさやスキルも大切にされなくては
ならないが、英語など各授業を参観してい
ると生徒が楽しそうに学んでいる様子を見
ることができた。

⑤交流活動について
・放課後など学年の枠を超えた活動をして
ほしい。行事以外でも小学生と中学生の
交流も行いたい。また、中学校でも継続し
てほしい。

⑦業務改善（働き方改革）
・ICTが業務改善になっていることがわ
かった。（文書の印刷、配布など）
・教師の業務を根本的に改革していかな
ければ業務改善はできないと思う。
（例）中学校の部活動指導/小学校の教科
担任制/カリキュラム改革など

　 清掃指導においては、児童会や生徒会の委員会活動を通して、子
どもたちに清掃の意義や取り組み方を考えさせ、改善策を出していき
たい。
　あいさつにおいては、校内だけでなく地域でもあいさつが活発化する
よう指導していく。

　 今年度同様に①梅活動②部活動体験③合唱交流会などの行事を
年間計画に組み込んでいく。また、児童会と生徒会(専門委員会)や学
年ごとで連携できることを見つけ、協働して行えることを分掌長会議→
合同研修会で教員の共通理解を図った上で子どもたちに考えさせ、可
能なことを実践していくようにしたい。特に、軸となる活動である「しろや
ま学」を通して連携できることがあれば地域の方々の協力も依頼し、交
流活動を行っていきたいと考える。

　 城山中職員にアンケートを行った結果、「そう思う」「まあそう思う」と答えた教員の割合が７７．８％で昨年度より
減った。今年度も昨年度と同じ年2回の小中学校授業参観、3回の合同研修会を行ったが、根本的なグループ校の
課題をあげ、解決策まで話し合いを深めることができなかった。

A

(指標24)※「総合的な学習の時間に、課題設定・情報収集・調査発表の学習に取り組んだ」児童生徒の割合

　４月に行われた「全国学力･学習状況調査」では『総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整
理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか』という質問に対して、小学校81.0％、中学校７
４．１％が「そう思う」と肯定的に回答していた。その後、授業が進んで半年ほど経った１２月の学校アンケートでは
「そう思う、まあそう思う」と答えた児童生徒の割合が、小学校86.6％、中学校９３％と４月の回答結果より伸びてい
る。全体的に総合的な学習の時間に探究活動が中心になっていることがこの要因であると考えられる。

　対面の行事に加え、教科学習の成果を生かした文化的行事への参
加も推進していく。今後はコミュニティスクールを想定しながら、地域と
学校が地域に貢献する人材を育てていきたいと考える。

　 まずは、分掌長会議において小中学校で課題を確認し共通して指導すべき内
容を焦点化し、その後の合同研修会において出た課題について具体的な解決
策を話し合っていきたい。教科においては、授業参観後、各教科ごと部会を設定
し、９年間を意識した共通課題を話し合っていきたい。年３回ある合同研修会を
つなげていくような内容にしていく。

　 自分で考えをつくったり、友だちと考えをまとめたりする力を身につけていくた
めに、個別最適・協働的な学びを実現していきたい。「話す」「聞く」「読む」「書く」
のスキルが発達段階相応に獲得できるようにするため、職員は９年間の系統性
を明確にして指導する。また１年間の指導においても年度当初に目指す姿を児
童と共有し、段階的に指導する。「めあてをもつ」「学習習慣を確立する」「振り返
る」など、自ら学び続ける子を目指し、単元を見通した授業や節目のテストなどで
自分の学びを調整できる姿を実現したい。

(指標25)※「今住んでいる地域の行事に参加している」児童生徒の割合


